<特集>「ことば」の教育を問い直す 大学における文法教育の意義と課題 by 松木 正恵
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
の
意
義
と
課
題
は
じ
め
に
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
を
論
じ
る
前
に
、
日
本
語
の
文
法
力
を
包
含
す
る
「
日
本
語
力
」
と
は
何
な
の
か
、
日
本
語
力
の
中
で
文
法
力
は
一
般
に
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る
の
か
、
と
い
λ
J
E
E
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
大
学
生
の
日
本
語
力
低
下
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
そ
の
場
合
の
「
日
本
語
力
」
と
は
、
「
レ
ポ
ー
ト
が
書
け
な
い
大
学
生
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
音
事
衣
現
能
力
を
指
す
場
合
が
多
い
。
一
方
、
「
日
本
漢
字
能
力
検
定
」
に
代
表
さ
れ
る
、
母
語
話
者
向
け
日
本
語
試
験
に
お
け
る
「
日
本
語
力
」
は
、
漢
字
・
語
嚢
等
の
知
識
量
に
重
き
を
置
く
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
日
本
語
力
」
に
は
大
き
く
二
つ
の
方
向
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
、
発
音
・
文
{
壬
衣
記
・
語
嚢
・
女
法
・
文
章
・
待
遇
表
現
等
、
各
分
野
に
つ
い
て
の
知
識
面
を
問
、
?
も
の
、
も
う
一
つ
は
読
解
・
聴
解
・
文
幸
霊
視
・
口
頭
表
碧
守
、
日
本
語
の
実
際
の
運
用
能
力
を
測
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
同
じ
待
遇
表
現
の
分
野
で
も
、
前
者
で
は
敬
語
に
つ
い
て
の
知
識
を
問
う
に
と
ど
ま
る
が
、
後
者
で
は
、
人
間
関
係
や
場
面
な
ど
を
具
体
的
に
松
木
正
恵
想
定
し
て
、
実
際
に
正
し
く
敬
語
が
使
え
る
か
ど
う
か
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
の
?
ズ
は
も
ち
ろ
ん
隻
台
(
運
用
面
)
に
あ
る
が
、
試
験
と
い
う
特
性
上
、
筆
記
試
験
の
み
で
客
観
的
に
評
価
可
能
な
前
者
(
知
識
面
)
に
傾
く
の
も
や
む
を
得
な
い
。
一
九
九
八
年
に
登
場
し
た
「
日
本
語
力
測
定
試
験
」
(
日
本
語
学
研
究
所
)
は
、
「
話
す
・
聞
く
・
読
む
・
書
く
」
す
べ
て
の
分
野
に
わ
た
る
日
本
語
の
総
合
的
な
運
用
能
力
の
測
定
を
め
ざ
し
、
新
し
い
試
み
と
し
て
聴
解
試
験
を
導
入
し
た
点
で
注
目
さ
れ
る
が
、
「
諮
問
す
・
書
く
」
の
能
力
測
定
に
限
界
が
あ
る
点
は
否
め
な
い
。
実
は
、
釜
告
の
運
用
面
に
は
更
に
、
受
容
(
読
解
・
聴
解
)
と
表
出
(
文
章
表
現
・
口
頭
表
現
)
両
方
向
の
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
受
容
能
力
と
表
出
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
測
定
す
る
の
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
受
容
能
力
の
う
ち
読
解
は
ま
だ
客
観
的
な
判
断
が
下
し
や
す
い
が
、
聴
解
は
、
試
験
を
実
施
す
る
上
で
物
理
的
な
条
件
を
統
一
す
る
難
し
さ
が
あ
る
。
表
出
能
力
の
測
定
は
よ
り
困
難
で
、
多
薮
の
受
験
者
の
口
頭
表
現
能
力
を
測
定
す
る
に
は
時
間
的
に
限
界
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
時
間
的
な
制
約
が
仮
に
無
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
文
章
表
現
・
口
頭
表
現
能
力
を
客
観
的
に
評
価
す
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。
一
人
の
採
占
半
世
の
中
で
さ
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基
準
が
揺
れ
る
の
は
常
で
あ
り
、
そ
れ
を
複
数
の
採
点
者
間
で
統
一
す
る
の
は
至
難
の
業
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
言
語
能
力
そ
の
も
の
が
客
観
化
し
に
く
い
性
質
で
あ
る
の
に
、
客
観
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
信
頼
性
の
あ
る
言
語
能
力
測
定
に
は
な
ら
な
い
と
い
ろ
夫
き
な
矛
盾
が
こ
こ
に
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
客
観
化
し
に
く
い
日
本
語
力
の
中
で
、
漢
宰
カ
や
語
業
力
と
並
ん
で
試
験
に
な
じ
み
や
す
い
と
さ
れ
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
文
法
力
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
一
般
に
文
法
力
は
、
獲
得
し
た
知
識
の
量
に
よ
っ
て
測
定
可
能
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
小
・
中
・
高
と
受
け
て
き
た
、
「
大
法
と
言
え
ば
暗
記
」
と
思
い
込
ま
さ
れ
が
ち
な
文
法
教
育
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
流
れ
か
ら
見
れ
ば
、
文
法
力
は
当
然
前
者
(
知
識
面
)
の
典
型
的
な
分
野
と
恩
わ
れ
が
ち
で
、
大
学
で
ま
で
そ
の
よ
う
な
日
本
語
文
法
を
学
ば
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
強
い
抵
抗
成
芋
」
持
つ
者
も
少
な
く
な
い
。
現
代
私
た
ち
が
使
っ
て
い
る
言
葉
の
文
法
を
学
ぶ
の
に
何
か
意
味
が
あ
る
の
か
。
自
然
に
身
に
付
け
、
日
々
活
用
し
て
い
る
言
葉
で
あ
り
、
子
供
で
さ
え
正
し
く
使
っ
て
い
る
の
に
、
「
こ
こ
は
形
容
詞
だ
か
ら
接
続
が
:
:
:
」
な
ど
と
な
ぜ
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。
大
法
用
語
を
覚
え
た
と
こ
ろ
で
何
の
役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
二
O
O
三
年
度
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
国
語
園
芸
子
科
に
入
学
し
た
一
年
生
の
、
大
学
で
日
本
語
文
法
を
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
率
直
な
感
想
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
反
応
が
根
強
い
な
か
、
大
学
で
文
法
教
育
を
行
、
っ
意
義
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
大
学
で
行
う
文
法
教
育
の
役
割
を
老
愛
知
し
た
上
で
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
数
年
前
に
作
成
し
た
教
科
書
を
取
り
上
げ
、
そ
の
基
本
方
針
と
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
教
科
書
を
用
い
て
筆
者
が
実
際
に
行
っ
て
い
る
授
業
の
内
容
を
紹
介
し
、
大
学
生
の
実
態
調
査
も
交
え
な
が
ら
、
大
学
に
お
け
る
文
法
整
同
の
意
義
と
そ
れ
に
よ
っ
て
養
成
す
べ
き
文
法
能
力
の
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
た
い
。
二
大
学
生
に
と
っ
て
の
日
本
語
文
法
一
|
1
日
本
語
文
法
に
対
す
る
意
識
調
査
国
語
国
文
学
科
で
は
、
一
年
次
の
必
修
と
し
て
「日
本
文
法
」
と
い
、
っ
講
義
科
目
を
設
け
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
授
業
を
担
当
し
て
十
年
目
に
な
る
が
、
毎
年
四
月
の
最
初
の
授
業
時
に
、
日
本
文
法
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
尋
ね
る
意
識
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
総
じ
て
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
(
暗
記
物
・
無
味
乾
燥
・
複
雑
・
難
解
・
権
威
的
・
規
範
的
な
ど
)
が
多
く
、
そ
の
中
に
必
ず
見
受
け
ら
れ
る
の
が
一
で
紹
介
し
た
よ
う
な
疑
問
で
あ
る
。
二
O
O
三
年
度
は
、
筆
者
が
担
当
す
る
「
日
本
女
法
B
・
C
-
D」
三
ク
ラ
ス
の
受
章
書
工
会
一名
(
男
六
五
名
・
女
九
人
名
)
を
対
象
に
意
識
調
査
を
実
施
し
た
。
B
6版
の
用
紙
を
渡
し
、
日
本
語
の
文
法
や
、
大
学
で
文
法
を
学
ぶ
こ
と
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
等
を
自
由
に
書
く
よ
、
フ
指
示
し
た
。
そ
の
結
果
、
「大
学
に
入
っ
て
ま
で
日
本
文
法
を
学
ぶ
と
は
恩
わ
な
か
っ
た
」
「
ど
う
せ
授
業
で
現
代
の
若
者
言
葉
を
非
難
す
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
否
定
的
な
反
応
以
前
に
、
「
文
法
と
し
て
き
ち
ん
と
学
ん
だ
の
は
英
語
く
ら
い
」
「
文
法
と
い
え
ば
古
典
文
法
」
と
い
う
よ
う
に
、
主
に
中
学
校
で
受
け
て
き
た
は
ず
の
、
現
代
語
の
日
本
語
文
法
整
同
に
つ
い
て
の
記
憶
が
極
め
て
希
薄
な
学
生
も
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
「
普
段
話
し
て
い
る
日
本
語
な
の
だ
か
ら
、
他
の
外
国
語
の
文
法
よ
り
も
内
容
は
簡
単
」
の
よ
う
に
、
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「
日
本
語
を
使
え
る
こ
と
」
イ
コ
ー
ル
「
文
法
を
説
明
で
き
る
こ
と
」
と
安
易
に
考
え
て
い
る
学
生
や
、
「
文
の
最
後
に
な
ら
な
い
と
肯
定
か
否
定
か
が
わ
か
ら
な
い
構
造
で
あ
る
日
本
語
は
、
論
理
性
に
欠
け
る
暖
味
な
言
語
」
の
よ
う
に
、
日
本
語
そ
の
も
の
の
性
質
に
つ
い
て
誤
解
し
て
い
る
学
生
も
多
い
。
も
ち
ろ
ん
、
「
も
と
も
と
日
本
語
に
興
味
が
あ
っ
て
本
学
科
に
入
学
し
た
の
で
す
作
法
の
授
業
が
楽
し
み
」
と
い
、
っ
肯
定
的
な
反
応
や
、
大
学
で
す
作
法
を
学
ぶ
意
書
守
に
言
及
し
た
も
の
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
学
ぶ
意
義
は
-
認
め
て
い
て
も
、
「
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
の
に
必
要
」
「
日
本
語
の
崩
壊
を
止
め
る
た
め
に
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
原
点
」
「
文
学
を
分
析
す
る
上
で
必
要
。
文
学
に
お
け
る
表
現
や
レ
ト
リ
ッ
ク
に
育
省
剛
的
に
な
れ
る
」
等
、
実
用
的
・
規
範
的
側
面
に
注
目
し
た
も
の
が
多
い
点
が
、
日
本
語
・
日
本
文
学
に
お
け
る
「
日
本
文
法
」
と
い
、
つ
も
の
の
位
置
づ
け
を
如
実
に
抑
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。
2 
日
本
語
文
法
の
基
本
事
項
に
つ
い
て
の
習
得
度
調
査
入
学
か
ら
半
年
が
経
過
し
た
二
O
O
三
年
一
O
月
に
、
日
本
語
文
法
の
基
志
事
項
に
つ
い
て
の
習
得
度
調
査
を
行
っ
た
。
対
象
は
先
と
同
じ
「
日
本
文
法
二
ニ
ク
ラ
ス
の
受
章
台
、
計
二
三
名
(
男
五
二
名
・
女
八
O
名
)
で
あ
る
。
五
五
項
目
の
基
杢
事
項
を
掲
げ
、
六
段
院
で
自
己
評
価
す
る
も
の
で
、
内
容
は
、
「
体
言
」
「
他
動
調
」
「
語
幹
」
等
の
基
本
的
な
術
語
(
四
六
項
目
)
・
用
言
の
活
用
(
七
項
目
)
・
同
一
形
式
(
形
容
詞
・
助
動
詞
「
な
い
」
、
形
容
動
詞
・
名
詞
「
ハ
〉
O
だ
」
)
の
識
別
方
法
(
二
項
目
)
に
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
術
語
で
最
も
習
得
率
が
高
い
(
評
定
5
と
し
た
率
が
最
も
高
い
)
の
は
「
動
詞
」
(
八
九
、
四
%
)
「
名
詞
」
(
八
八
、
六
%
)
で
、
低
い
の
は
「
連
体
詞
」
(
四
四
、
七
%
)
で
あ
る
。
「
連
体
詞
」
は
、
知
っ
て
い
る
が
説
明
で
き
な
い
(
評
定
4
)
と
し
た
率
が
他
に
比
べ
て
高
く
、
二
人
、
八
%
あ
っ
た
。
「
助
詞
」
の
評
定
5
は
五
七
、
六
%
だ
が
、
そ
の
下
位
項
目
は
習
得
率
が
低
く
、
高
く
て
も
「
格
助
詞
」
(
四
四
、
七
%
)
「
係
助
詞
」
(
四
三
、
九
%
)
程
度
で
、
「
関
投
助
詞
」
(
一
八
、
九
%
)
「
副
助
詞
」
(
一
四
、
四
%
)
「
準
体
助
詞
」
(
二
二
、
六
%
)
は
低
バ
。
特
に
「
準
体
助
詞
」
を
〈
三
く
知
ら
な
い
(
評
定
O
)
と
し
た
率
が
三
三
、
三
%
に
も
上
っ
た
。
ま
た
、
「
副
詞
」
は
六
五
、
二
%
な
の
に
対
し
、
下
位
項
目
に
つ
い
て
は
「
陳
述
副
詞
」
(
一
三
、
六
%
)
「
呼
応
の
副
詞
」
(
四
O
、
九
%
)
と
い
う
定
着
率
で
あ
っ
た
。
教
科
書
に
よ
っ
て
用
語
の
採
用
状
況
が
異
な
お
た
め
、
ど
れ
を
使
っ
て
い
た
か
で
差
が
出
る
と
は
予
想
し
て
い
た
が
、
「
呼
応
の
副
詞
」
の
習
得
率
の
方
が
か
な
り
高
く
、
「
陳
述
副
詞
」
を
全
く
知
ら
な
い
(
評
定
O
)
率
が
二
二
、
七
%
あ
っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
動
詞
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
名
称
は
「
五
股
活
用
動
詞
」
(
七
四
、
二
%
)
を
筆
頭
に
す
べ
て
七
O
%
代
の
習
得
率
だ
が
、
実
際
に
活
用
さ
せ
ら
れ
る
率
に
な
る
と
ほ
ぼ
一
O
%
前
後
下
が
り
、
最
高
で
も
「
五
段
活
用
」
(
六
五
、
九
%
)
で
あ
っ
た
。
活
用
形
の
名
称
は
「
終
止
形
」
(
八
一
、
八
%
)
か
ら
「
未
然
形
」
(
七
六
、
五
%
)
あ
た
り
で
安
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
「
形
容
動
詞
の
活
用
」
が
五
六
、
八
%
と
か
な
り
低
い
。
こ
れ
に
は
男
女
差
が
あ
り
、
女
子
学
生
六
三
、
八
%
に
対
し
男
子
学
生
は
四
六
、
二
%
で
あ
る
。
文
の
成
分
で
は
、
「
文
節
」
が
五
九
、
八
%
と
予
想
外
に
低
く
、
「
連
芸
担
と
な
る
と
わ
ず
か
一
三
、
六
%
で
あ
る
。
「
連
文
節
」
に
つ
い
て
は
、
知
っ
て
い
て
も
説
明
で
き
な
い
(
評
定
4
)
率
が
三
四
、
八
%
と
最
高
で
、
全
く
知
ら
な
い
(
評
定
0
)
率
も
一
八
、
二
%
あ
っ
た
。
「
主
語
」
「
述
置
は
共
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八
七
、
一
%
と
高
率
だ
が
、
「
連
体
修
飾
語
」
(
六
二
、
九
%
)
「
連
用
修
軒
語
」
(
六
一
、
四
%
)
と
下
が
り
、
「
独
立
語
」
は
四
三
、
九
%
で
あ
る
。
「連
文
節
」
も
「
独
立
語
」
も
五
種
類
全
て
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
暗
記
物
と
違
っ
て
、
授
業
で
の
扱
い
方
に
よ
り
差
が
出
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
同
一
形
式
の
識
別
方
法
で
は
、
「な
い
」
(
形
容
詞
と
助
動
詞
)
が
二
五
、
O
%
、
「
O
Oだ
」
(
援
会
動
詞
と
名
詞
)
が
三
二
、
六
%
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
知
っ
て
い
る
が
説
明
で
き
な
い
(評
定
4
)
率
が
二
八
、
O
%
、
二
五
、
八
%
と
四
分
の
一
あ
る
。
特
に
後
者
の
評
定
5
に
は
男
女
差
が
あ
り
、
女
子
学
生
三
八
、
八
%
に
対
し
男
子
学
生
二
三
、
一
%
で
、
こ
れ
は
先
の
、
形
容
動
詞
の
活
用
の
習
得
率
と
連
動
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
学
に
お
け
る
日
本
文
法
の
建
言
、
そ
れ
ま
で
獲
得
し
て
き
た
大
法
知
識
を
前
提
に
、
そ
れ
を
疑
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
習
得
状
況
で
は
、
そ
れ
さ
え
危
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
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現
在
、
日
本
語
学
に
お
け
る
茎
伝
研
究
は
、
そ
の
分
野
が
多
'
駄
に
わ
た
り
、
高
度
に
専
門
化
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
二
O
O
二
年
に
発
表
さ
れ
た
学
術
韓
誌
・
紀
要
類
・
単
行
本
論
文
集
か
ら
、
現
代
語
の
大
法
研
究
に
関
す
る
論
文
二
七
六
本
を
抽
出
し
、
筆
者
な
り
に
研
究
分
野
ご
と
に
分
類
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
概
ね
次
の
よ
う
な
分
布
と
な
っ
た
。
「玖鈴詰
・
会
話
分
析
」
三
七
(
一
三
、
二
%
)
、
「
モ
ダ
リ
テ
ィ
」
二
九
(
一
0
、
四
%
)
、
「
動
詞
と
格
・
格
助
詞
」
一
一
六
(
九
、
三
%
)
、
「
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
」
二
四
(
八
、
六
%
)
、
「
副
詞
・
連
用
修
飾
・
数
量
詞
」
一
一
一
一
(
七
、
九
%
)
、
以
下、
「
主
語
・
主
題
・
取
り
立
て
」一
四
、
「
ヴ
ォ
イ
ス
・
授
受
関
係
」
一
四
、
「敬
語
・
位
相
」
一
回
、
「
接
続
詞
・
接
続
助
詞
」
一
一
一
、
「綾
合
動
詞
・
受
口
名
詞
」
九、
「指
示
詞
・
人
称
詞
」
九
、
「引
用
・
話
法
」
九
、
「
名
詞
述
語
文
・
形
式
名
詞
」
八
、
「
文
章
関
係
」
入
、
「
文
論
」
五、
「
接
辞
」
五
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
高
校
ま
で
に
習
っ
て
い
る
は
ず
の
日
本
語
文
法
の
基
本
事
項
(前
節
で
習
得
度
調
査
を
行
っ
た
項
目
)
に
該
当
す
る
の
は
、
傍
線
を
引
い
た
術
語
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
学
入
学
時
点
で
は
、
日
本
語
叩
文
法
の
主
要
な
研
究
分
野
を
表
す
衡
語
に
つ
い
て
さ
え
、
ほ
と
ん
ど
未
知
の
状
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
傍
線
を
引
い
た
既
知
の
術
語
で
あ
っ
て
も
、
高
校
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
学
校
大
法
に
お
け
る
扱
い
と
文
法
研
究
レ
ベ
ル
で
の
扱
い
が
異
な
る
も
の
も
多
く
、
大
法
研
究
入
門
時
に
混
乱
を
来
す
こ
と
に
な
る
。
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術
語
の
差
異
か
ら
言
語
観
の
ギ
ャ
ッ
プ
ヘ
同
じ
術
語
で
も
扱
わ
れ
方
が
異
な
る
も
の
の
例
と
し
て
「
連
用
修
飾
」
は
典
量
的
で
、
学
校
文
法
の
方
が
そ
の
指
し
不
す
範
囲
が
広
い
。
例
え
ば
、
O
昨
日
教
室
で
太
郎
が
花
子
に
突
然
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
た
。
の
場
合
、
学
校
文
法
に
お
け
る
連
用
修
飾
は
、
用
言
を
修
飾
す
る
も
の
全
て
を
含
む
た
め
、
「
昨
日
」
か
ら
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
」
ま
で
の
六
文
節
が
連
用
修
飾
語
(
部
)
に
当
た
る
。
一
方
、
現
在
の
大
法
研
究
に
お
け
る
一
般
的
な
共
通
理
解
で
は
、
「
名
調
+
格
助
詞
」
の
形
式
を
と
る
も
の
を
、
町
を
表
示
す
る
格
成
分
(
補
足
語
)
と
し
て
区
別
し
、
連
用
修
飾
語
に
は
含
め
な
い
場
合
が
多
い
。
つ
ま
り
、
「
太
郎
が
」
「
花
子
に
」
コ
ノ
レ
ゼ
ン
ト
を
」
「
教
室
で
」
と
い
っ
た
格
成
釘
を
の
ぞ
い
た
「
昨
日
」
「
突
然
」
だ
け
が
連
用
修
飾
誌
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
意
味
的
な
側
面
か
ら
言
い
換
え
れ
ば
、
述
語
の
表
す
事
態
の
成
立
に
密
接
に
か
か
わ
る
〈
事
物
概
念
中
心
の
「
格
」
》
と
、
述
語
の
表
す
事
態
に
付
加
的
・
余
剰
的
に
関
与
す
る
〈
状
態
・
程
度
・
情
意
概
念
中
心
の
「
連
用
修
飾
」
〉
と
を
、
性
質
の
異
な
る
も
の
と
し
て
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
格
の
概
念
を
導
入
す
る
と
、
学
校
大
法
で
は
当
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
「
主
語
1
逸
話
巴
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
文
構
造
観
そ
の
も
の
も
再
考
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
文
法
研
究
レ
ベ
ル
で
文
の
構
造
を
と
ら
え
る
場
合
、
文
の
中
核
は
述
語
に
置
か
れ
、
そ
の
述
語
の
格
支
配
に
よ
っ
て
文
の
骨
格
(
「
1
ガ
1
ニ
1
ヲ
」
等
)
が
決
ま
り
、
次
に
そ
れ
を
肉
付
け
す
る
意
味
で
連
用
修
飾
語
を
付
加
す
る
と
い
う
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
「
は
」
「
が
」
と
も
に
主
語
と
さ
れ
て
き
た
学
校
文
法
に
対
し
、
「
は
」
は
主
題
を
表
す
別
次
元
の
助
詞
と
見
な
す
の
も
常
識
と
な
っ
て
お
り
、
問
題
は
術
語
の
差
異
と
い
う
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に
超
え
て
、
一
言
語
観
の
根
幹
に
か
か
わ
る
ほ
ど
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
語
教
育
文
法
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
さ
ら
に
、
日
本
語
文
法
の
実
用
的
側
面
で
あ
る
日
本
語
教
育
に
目
を
転
じ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
学
校
文
法
の
知
識
だ
け
で
は
ほ
と
ん
ど
無
力
に
等
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
形
容
詞
・
形
容
動
調
の
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
「イ
形
容
詞
」
「
ナ
形
容
詞
」
と
呼
び
、
「
走
る
」
(
終
止
形
)
・
「
走
っ
た
」
(
連
用
形
+
過
去
の
助
動
詞
)
を
そ
れ
ぞ
れ
「
ル
形
」
「
タ
形
」
と
し
て
テ
ン
ス
の
基
本
的
対
立
と
位
置
づ
け
る
な
ど
、
こ
れ
が
同
じ
日
本
語
の
大
法
を
扱
っ
て
い
る
も
の
か
と
目
を
疑
う
ほ
ど
、
異
な
っ
た
体
γ手
ゼ
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
考
え
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
、
母
語
と
し
て
既
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
日
本
語
を
整
理
す
る
立
場
と
、
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を
新
た
に
理
解
し
表
現
す
る
立
場
と
で
は
、
必
要
と
さ
れ
る
大
法
の
内
容
が
自
ず
左
異
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
、
動
詞
の
活
用
の
種
類
と
活
用
形
の
整
理
方
法
で
あ
ろ
う
。
母
語
話
者
に
と
っ
て
は
、
な
じ
み
深
い
五
十
音
図
の
配
列
に
合
わ
せ
た
従
来
型
の
整
理
方
法
が
わ
か
り
や
す
い
が
、
外
国
人
学
習
者
に
と
っ
て
は
、
な
る
べ
く
少
な
い
規
則
で
育
勿
に
正
し
い
活
用
形
を
表
出
で
き
る
実
用
的
な
枠
組
み
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
「
考
え
な
い
」
を
例
に
と
る
と
、
前
者
の
立
場
で
は
、
ア
行
下
一
校
活
用
の
未
然
形
「
考
え
」
に
否
定
の
助
動
詞
「
な
い
」
が
付
い
た
形
と
整
理
さ
れ
る
が
、
後
者
の
立
場
で
は
、
一
段
(
弱
変
化
・
母
音
)
動
詞
の
語
幹
「
考
、
幻
」
に
否
定
の
接
尾
辞
が
付
い
た
否
定
形
「
考
え
な
い
」
と
と
ら
え
る
。
こ
れ
な
ら
、
語
幹
の
摘
出
方
法
(
一
段
動
詞
は
末
尾
の
「
る
」
を
除
い
た
部
分
が
語
幹
)
さ
え
教
え
れ
ば
、
「
な
い
」
を
つ
け
る
だ
け
で
簡
単
に
否
定
形
を
表
出
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
生
産
的
と
言
え
る
。
(
五
段
動
詞
の
規
則
は
多
少
複
雑
に
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。)
日
本
人
は
、
母
語
と
し
て
の
日
本
語
の
規
則
を
、
成
長
の
過
程
で
無
意
識
に
身
に
付
け
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を
学
ぶ
学
習
者
は
、
そ
の
規
則
を
意
識
的
に
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
人
な
ら
誰
で
も
日
本
語
を
教
え
ら
れ
る
と
誤
解
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
が
、
母
語
話
者
と
し
て
無
意
識
の
う
ち
に
断
片
的
に
獲
得
し
て
き
た
規
則
を
、
改
め
て
意
識
化
し
た
上
で
体
系
的
に
整
理
し
直
す
と
い
う
の
は
、
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
母
語
を
客
観
的
に
観
察
・
整
理
し
、
そ
の
中
か
ら
法
則
性
を
探
り
出
す
と
い
っ
た
創
造
的
な
作
業
の
積
み
重
ね
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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高
校
ま
で
の
文
法
教
育
は
、
口
語
文
法
に
関
す
る
知
識
の
整
理
方
法
を
一
つ
提
示
し
、
そ
の
枠
組
み
を
土
台
と
し
て
古
典
解
釈
に
役
立
つ
文
語
文
法
を
教
え
る
点
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
「
国
詰
巴
教
育
の
枠
組
み
の
中
で
行
わ
れ
る
、
母
語
話
者
対
象
の
文
法
教
育
の
流
れ
と
し
て
は
一
つ
の
筋
が
通
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
母
語
詩
型
台
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
、
諸
言
語
の
一
つ
と
し
て
客
観
的
に
「日
本
誌
巴
を
と
ら
え
直
す
な
ら
ば
、
そ
の
整
理
の
仕
方
自
体
も
目
的
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
日
本
語
教
育
文
法
が
特
殊
な
わ
け
で
は
な
く
、
文
法
研
究
レ
ベ
ル
で
も
、
よ
り
合
理
的
な
枠
組
み
を
求
め
て
様
々
な
記
述
が
な
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
対
照
言
語
学
的
視
点
や
汎
言
語
学
的
視
点
か
ら
、
伝
統
的
な
国
語
学
と
は
全
く
異
な
っ
た
方
法
で
日
本
語
を
記
述
す
る
試
み
も
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
大
学
に
お
け
る
文
法
整
宵
は
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
べ
く
、
両
者
の
橋
渡
し
を
行
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
大
学
生
用
文
法
教
科
書
『日
本
語
文
法
』
の
作
成
四
1
1
「日
本
語
文
法
」
の
基
本
方
針
前
章
で
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
の
役
割
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
た
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
大
学
の
大
法
教
育
が
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
目
的
で
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
高
校
ま
で
の
文
法
の
復
習
的
な
も
の
、
あ
る
時
代
・
あ
る
作
品
に
限
定
し
て
文
法
現
季
乞
詳
細
に
分
析
す
る
も
の
、
一
つ
の
大
法
現
象
を
通
時
的
に
老
黍
す
る
も
の
、
網
羅
的
で
は
な
く
ト
ピ
ァ
ク
的
に
特
徴
的
な
大
法
現
象
の
み
を
取
り
上
げ
る
も
の
、
ま
た
は
、
あ
る
一
つ
の
文
法
晶
子
説
を
詳
細
に
紹
介
す
る
も
の
、
様
々
な
女
時
一
子
説
の
比
較
対
照
を
行
、
?
も
の
な
ど
、
千
差
万
別
で
あ
る
。
し
か
し
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
高
校
ま
で
の
文
法
教
育
と
文
法
研
究
・
日
本
語
教
育
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が
、
大
学
で
行
わ
れ
る
文
法
教
育
に
期
待
さ
れ
る
役
割
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
教
え
る
べ
き
内
容
と
方
法
は
自
ず
と
見
え
て
く
る
。
筆
者
な
り
に
出
し
た
、
そ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
答
え
と
も
章
つ
べ
き
も
の
が
、
岩
淵
匡
編
『日
本
語
文
法
』
(
白
帝
社
二
0
0
0
年
三
月
)
で
あ
る
。
筆
者
を
含
め
て
五
名
の
専
門
家
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
害
警
は
、
単
な
る
分
担
執
筆
で
は
な
く
、
一
年
ふ
ホ
り
を
か
け
て
綿
密
な
議
論
の
末
に
大
綱
を
固
め
、
具
体
的
な
執
筆
内
容
に
つ
い
て
も
互
い
に
吟
味
を
重
ね
た
上
で
刊
行
さ
れ
た
、
筆
者
に
と
っ
て
理
想
に
最
も
近
い
と
恩
わ
れ
る
大
学
生
用
文
法
教
科
書
で
あ
る
。
刊
行
後
約
四
年
が
経
過
し
、
他
に
も
大
掌
生
向
け
の
文
法
教
科
書
が
い
く
つ
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
に
つ
け
、
理
想
に
は
ま
だ
ほ
ど
遠
い
と
痛
感
し
、
完
壁
を
期
し
て
す
ぐ
に
で
も
加
筆
修
正
を
加
え
た
い
焦
燥
に
駆
ら
れ
は
す
る
が
、
大
学
生
用
文
法
教
科
書
に
求
め
る
べ
き
基
本
方
針
は
、
そ
の
当
時
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
重
要
な
柱
は
、
次
の
五
点
に
集
約
で
き
る
。
①
現
代
語
と
古
典
語
の
両
面
か
ら
日
本
語
全
般
の
文
法
的
性
質
を
説
明
す
る
。
φ
に
ヒ
ッ
ク
的
な
扱
い
を
避
け
、
文
法
を
体
系
的
に
示
す
と
と
も
に
、
現
代
の
文
法
研
究
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
考
え
方
を
不
す
。
③
中
学
・
高
校
の
文
法
整
同
と
の
連
続
性
を
意
識
し
た
記
述
を
心
が
け
る
。
④
知
識
を
与
え
る
こ
と
よ
り
女
法
的
な
考
え
方
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
目
指
す
o
m
y叩
詞
論
で
は
な
く
統
語
論
(
構
芸
叩
)
と
し
て
の
文
法
を
扱
う
。
①
は
最
も
重
視
し
た
点
で
あ
る
。
多
く
の
文
法
概
説
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
現
代
語
か
古
典
語
か
の
一
方
に
偏
っ
た
扱
い
方
で
は
な
く
、
両
者
の
関
係
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
両
面
か
ら
大
法
現
象
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
現
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語
の
成
り
立
ち
ゃ
現
代
語
の
文
法
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
古
風
ハ
語
の
文
法
に
つ
い
て
の
理
解
が
必
要
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
学
生
の
な
じ
み
や
す
さ
を
老
虐
し
て
、
各
章
と
も
現
代
語
か
ら
解
説
を
始
め
、
そ
の
と
ら
え
方
が
古
典
語
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
古
典
語
の
領
域
に
入
り
、
さ
ら
に
、
現
代
語
と
の
比
較
を
ふ
ま
え
て
古
典
語
独
自
の
文
法
現
象
に
言
及
す
る
、
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
を
踏
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
古
典
諾
は
伝
統
的
な
国
語
学
の
枠
組
み
、
現
代
語
は
新
し
い
日
本
語
学
の
枠
組
み
」
の
よ
う
な
従
来
型
の
分
離
し
た
記
述
で
は
な
く
、
古
典
語
に
つ
い
て
十
分
に
留
意
し
な
が
一回
、
古
典
語
・
現
代
諸
に
わ
た
っ
て
で
き
る
だ
け
一
貫
し
た
方
法
で
記
述
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
②
の
よ
う
に
体
系
性
を
重
視
し
た
の
は
、
日
本
語
文
法
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
高
校
ま
で
に
断
片
的
に
得
て
き
た
文
法
知
識
の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
再
構
成
す
る
こ
と
で
、
文
法
研
究
レ
ベ
ル
の
課
題
発
見
に
ま
で
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
現
代
の
文
法
研
究
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
考
え
方
を
示
す
の
も
、
ま
ず
そ
こ
か
ら
研
究
レ
ベ
ル
に
接
近
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ
る
。
面
白
そ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
だ
け
を
取
り
上
げ
て
学
生
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
方
法
も
あ
り
、
一
般
教
養
的
な
授
業
の
導
入
に
は
有
効
だ
が
、
こ
の
教
科
書
で
主
に
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
専
門
科
目
と
し
て
日
本
語
文
法
を
学
ぶ
大
学
生
で
あ
る
。
仮
に
ト
ピ
ッ
ク
的
に
複
数
の
テ
l
マ
を
取
り
上
げ
た
と
し
て
も
、
よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
に
は
個
々
の
テ
ー
マ
を
つ
な
ぐ
文
法
の
枠
組
み
や
、
土
台
と
な
る
文
法
の
考
え
方
が
い
ず
れ
必
ず
必
要
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
、
最
初
か
ら
一
定
の
枠
組
み
を
提
示
し
て
積
み
上
げ
て
い
く
方
が
、
わ
か
り
や
す
く
か
っ
効
率
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
③
に
関
す
る
配
慮
と
し
て
は
、
学
校
文
法
で
学
ん
だ
文
節
論
の
概
要
を
ま
ず
序
説
で
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
記
憶
を
確
認
し
た
上
で
、
次
に
文
節
論
の
問
題
点
を
提
示
し
て
学
生
の
問
題
意
識
を
喚
起
し
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
時
技
大
法
の
入
子
型
構
造
を
導
入
し
て
い
る
。
④
も
重
要
な
点
で
、
一
方
的
な
概
説
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
ど
の
項
目
も
、
〔
考
え
て
み
よ
う
〕
と
名
付
け
た
設
問
を
中
心
に
解
説
が
組
ま
れ
、
単
に
受
身
で
読
み
進
む
の
で
は
な
く
、
各
自
が
積
極
的
に
問
題
に
取
り
組
み
そ
の
解
決
を
図
る
過
程
で
、
新
た
な
見
方
を
発
見
す
る
醍
醐
味
を
味
わ
い
つ
つ
、
無
理
な
く
文
法
的
な
考
え
方
が
身
に
付
く
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
先
に
③
と
し
て
、
文
節
論
か
ら
入
子
型
構
造
へ
と
つ
な
げ
る
流
れ
に
言
及
し
た
が
、
こ
れ
も
、
身
近
な
常
識
化
し
た
知
識
を
疑
い
、
主
体
的
に
問
題
解
決
を
行
わ
せ
る
た
め
の
導
入
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
の
中
心
部
分
で
あ
る
第
2
章
「
文
の
構
造
と
種
類
」
も
問
題
解
決
型
を
強
く
意
識
し
た
書
き
方
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
に
な
る
が
、
前
述
の
入
子
型
構
造
は
、
現
代
主
流
を
成
す
意
味
重
視
の
文
法
論
の
先
駆
け
と
吾
一
口
、
え
る
が
、
入
子
型
構
造
の
見
方
自
体
に
は
問
題
も
多
く
、
こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
文
の
構
造
を
解
説
し
た
大
法
教
科
書
は
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
敢
え
て
持
ち
込
み
、
現
在
広
く
行
わ
れ
て
い
る
文
の
階
層
構
造
モ
デ
ル
の
提
示
を
音
工
否
正
で
持
ち
越
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
一
つ
に
は
、
文
節
論
の
問
題
点
を
解
決
し
た
入
子
型
構
造
に
も
限
界
が
あ
り
、
現
代
で
は
そ
の
考
え
方
を
底
流
に
置
き
な
が
ら
も
新
た
な
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
文
法
研
究
の
流
れ
を
整
理
す
る
目
的
が
あ
る
。
し
か
し
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
「
問
題
提
起
↓
仮
説
↓
仮
説
の
検
証
↓
仮
説
の
修
正
↓
新
た
な
問
題
提
起
」
と
い
う
立
論
の
流
れ
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
論
理
的
思
老
J
力
の
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養
成
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
代
の
文
法
研
究
に
は
、
従
来
の
匝
語
学
に
多
く
見
ら
れ
た
資
料
分
析
に
基
づ
く
帰
納
的
手
法
と
、
生
成
変
形
文
法
を
代
表
と
す
る
理
論
検
証
中
心
の
演
鐸
的
手
法
の
両
面
が
あ
り
、
双
方
の
利
点
を
生
か
し
た
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
先
の
よ
う
な
立
論
は
演
縁
的
だ
が
、
仮
説
の
検
証
に
帰
納
的
手
法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
融
合
を
図
ら
せ
た
い
。
章
末
に
設
け
た
【
問
題
】
は
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
と
し
て
も
発
展
可
能
な
問
題
点
を
提
示
し
て
お
り
、
身
近
な
大
法
現
象
を
材
料
と
し
た
、
論
理
的
思
老
訓
練
の
場
を
提
供
す
る
意
図
が
あ
る
。
⑤
で
統
語
論
(
構
文
論
)
を
扱
う
こ
と
に
し
た
の
は
、
学
校
文
法
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
品
詞
論
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
ニ
2
で
紹
介
し
た
習
得
度
調
査
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
品
詞
論
的
知
識
は
身
に
付
い
て
い
て
も
、
「
連
文
節
」
等
の
統
語
論
的
側
面
に
は
な
じ
み
が
薄
い
。
ま
ず
文
の
構
造
の
大
枠
を
把
握
さ
せ
た
上
で
、
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
詳
細
を
記
述
す
る
方
法
を
採
っ
た
。
た
だ
、
品
詞
論
(
形
態
論
・
語
論
)
と
統
語
論
(
構
文
論
)
が
文
法
論
の
両
輪
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
品
詞
論
の
中
で
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
「
活
用
」
に
つ
い
て
は
一
章
を
設
け
て
詳
述
し
た
。
そ
れ
以
外
の
品
詞
論
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
箇
所
で
扱
う
こ
と
と
し
、
例
え
ば
、
「
格
助
詞
」
は
第
3
章
「
格
」
で
、
「
副
詞
」
は
第
4
章
「
連
用
修
飾
」
で
扱
っ
て
い
お
。
四
『日
本
語
文
法
」
の
概
要
以
上
の
よ
う
な
基
本
方
針
の
も
と
に
編
ま
れ
た
『日
本
語
文
法
』
は
、
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
で
何
を
教
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
一
つ
の
提
案
で
も
あ
る
。
以
下
に
本
書
の
大
ま
か
な
目
次
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
第
l
章
序
説
第
2
章
文
の
構
造
と
種
類
第
3
輩
格
第
4
章
連
用
修
飾
第
5
章
連
体
修
飾
第
6
章
活
用
第
7
章
、
ヴ
ォ
イ
ス
第
8
章
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
第
9
章
モ
ダ
リ
テ
ィ
第
叩
章
「
は
」
・
主一
題
・
と
り
た
て
本
書
の
流
れ
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
序
説
で
文
M
即
論
の
復
習
と
問
題
点
の
指
摘
を
し
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
第
2
章
で
入
子
型
構
造
を
導
入
す
る
。
入
子
型
構
造
の
限
界
を
指
摘
し
た
後
、
橋
本
進
吉
の
口
語
助
動
詞
承
接
表
・
北
原
保
雄
の
構
文
モ
デ
ル
・
仁
田
義
雄
の
述
語
伺
構
造
図
を
経
て
、
現
在
広
く
行
わ
れ
て
い
る
文
の
階
層
構
造
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
文
を
、
叙
述
す
べ
き
客
体
的
な
事
柄
部
分
(
叙
述
内
容
・
命
題
)
と
、
そ
の
事
柄
を
表
現
・
伝
達
す
る
際
の
表
現
主
体
の
判
断
・
態
度
を
表
す
部
分
(
モ
ダ
リ
テ
ィ
)
と
に
二
分
し
、
後
者
が
前
者
を
包
摂
し
て
い
る
と
見
る
。
こ
れ
を
線
状
的
な
文
の
宮
寵
い
に
則
し
て
具
体
的
に
説
明
す
る
と
、
動
調
述
詩
文
の
場
合
、
述
語
句
の
核
と
な
る
動
詞
を
中
心
と
し
て
、
前
方
に
は
、
「
名
調
+
格
助
詞
」
・
連
体
修
飾
・
連
用
修
飾
・
陳
述
副
詞
・
感
動
詞
が
順
に
並
び
、
一
方
、
こ
れ
と
呼
応
す
る
形
で
動
詞
の
後
方
に
は
、
ヴ
オ
イ
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
肯
定
否
定
・
テ
ン
ス
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
順
に
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
並
ん
で
一
つ
の
述
語
句
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
文
構
造
の
枠
組
み
を
も
と
に
、
第
3
i
5章
で
は
述
語
よ
り
前
方
に
位
置
す
る
各
成
分
に
つ
い
て
記
述
し
、
第
6
章
で
述
語
そ
の
も
の
の
活
用
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
第
7
1
9
章
で
は
述
語
よ
り
後
方
の
、
述
語
句
を
構
成
す
る
各
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
な
お
、
先
の
文
構
造
モ
デ
ル
で
は
示
し
に
く
い
の
が
、
文
会
体
に
関
わ
る
「
「
は
」
・
主
題
・
と
り
た
て
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て
第
ω章
で
扱
っ
た
。
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大
学
に
お
け
る
文
法
授
業
の
実
際
五
1
「
日
本
文
法
」
の
目
標
と
授
業
概
要
こ
こ
で
は
、
前
述
の
『
日
本
語
文
法
」
を
教
科
書
と
し
て
通
年
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
、
一
年
次
必
修
の
講
義
科
目
「
日
本
文
法
」
の
内
容
を
具
体
的
に
紹
介
し
よ
う
。
二
O
O
三
年
度
の
「
日
本
文
法
」
B
・
C
-
D
(松
木
担
当
)
の
目
標
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
現
代
語
お
よ
び
古
典
語
の
大
法
を
取
り
上
げ
る
。
文
法
と
は
本
来
、
与
え
ら
れ
た
も
の
を
受
動
的
に
覚
え
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
能
動
的
に
考
え
生
み
出
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
が
日
常
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
い
る
身
近
な
言
葉
づ
か
い
の
中
か
ら
、
ふ
だ
ん
気
づ
か
な
い
よ
う
な
法
則
性
を
探
り
出
す
と
い
う
創
造
的
な
作
業
を
通
し
て
、
文
法
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
革
を
図
り
、
文
法
は
「
暗
記
す
る
」
も
の
で
は
な
く
「
老
足
る
」
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
体
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
(
『二
O
O
三
授
業
ガ
イ
ド
国
語
国
文
学
科
編
』)
こ
こ
で
は
、
「
考
え
・
発
見
す
る
大
法
」
が
キ
イ
ワ
l
ド
で
あ
る
。
内
容
は
、
通
年
の
授
業
で
、
現
代
お
よ
び
古
典
の
日
本
語
に
関
す
る
文
法
事
事
が
ほ
ぼ
概
観
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
ず
現
代
語
に
つ
い
て
、
母
国
語
と
し
て
の
内
省
や
具
体
的
な
例
文
の
分
析
作
業
を
通
し
て
、
テ
ー
マ
ご
と
の
問
題
点
に
気
づ
き
、
そ
の
解
決
法
を
模
索
し
て
い
く
、
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
そ
の
、
?
え
で
、
古
典
語
で
も
現
代
語
の
問
題
に
相
当
す
る
よ
う
な
事
項
を
取
り
上
げ
表
象
す
る
と
い
う
手
順
で
進
め
る
。
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
〔
前
期
1
文
の
構
造
と
種
類
・
格
・
連
用
修
飾
・
連
体
修
飾
・
活
用
〕
〔
後
期
|
ヴ
ォ
イ
ス
・
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
・
「
は
」
・
主
題
・
と
り
た
て
〕
上
記
の
分
析
プ
ロ
セ
ス
を
体
得
さ
せ
る
た
め
に
も
、
一
人
一
人
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
も
、
妻
木
中
必
ず
指
名
し
、
設
問
に
答
え
て
も
ら
う
。
(
同
右
)
と
し
た
。
講
義
形
式
だ
が
、
五
O
名
前
後
の
授
業
で
あ
る
た
め
、
演
習
的
な
作
業
を
多
く
取
り
入
れ
、
学
生
に
は
、
受
身
で
は
な
く
主
体
的
に
取
り
組
む
次
事
を
強
く
求
め
て
い
る
。
授
業
で
は
、
単
に
整
理
し
た
結
果
を
示
す
の
で
は
な
く
、
文
法
的
な
も
の
の
見
方
を
重
視
す
る
。
分
析
や
考
え
方
の
プ
ロ
セ
ス
を
一
人
一
人
が
体
験
す
る
こ
と
で
、
自
ら
「
考
え
・
発
見
す
る
女
法
」
の
醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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「日
本
文
法
」
の
授
業
の
実
際
と
留
意
点
授
業
内
容
に
つ
い
て
も
、
っ
少
し
具
体
的
に
述
べ
よ
う
。
ま
ず
導
入
と
し
て
、
学
生
に
関
心
の
高
い
「
ら
抜
き
言
葉
」
を
扱
う
。
こ
の
現
象
は
「
着
ら
れ
る
」
等
の
「
ら
」
が
落
ち
た
の
で
は
な
く
、
中
世
末
期
に
始
ま
っ
た
四
段
活
用
動
詞
の
可
能
動
詞
化
が
、
五
百
年
を
経
て
上
一
段
・
下
一
段
・
カ
変
動
詞
に
も
及
ん
だ
結
果
に
過
ぎ
ず
、
明
断
化
を
志
向
す
る
言
語
変
化
の
自
然
な
流
れ
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
引
き
続
き
、
関
連
す
る
教
科
書
第
6
章
に
入
り
、
活
用
の
型
が
九
種
類
あ
っ
た
古
典
語
動
詞
か
ら
五
種
類
の
現
代
語
動
詞
に
変
化
し
た
原
因
と
経
緯
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
活
用
の
変
在
一
守
に
触
れ
る
こ
と
で
、
現
代
語
文
法
と
い
え
ど
も
通
時
的
視
点
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
動
詞
の
活
用
に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
牢
去
衣
記
す
る
こ
と
で
語
幹
と
語
尾
を
厳
密
に
区
別
す
れ
ば
、
日
本
語
の
動
詞
の
種
類
は
五
段
動
詞
(
強
変
化
動
詞
・
子
音
動
詞
)
・
一
段
動
詞
(
弱
変
化
動
詞
・
母
音
動
詞
)
・
変
格
動
詞
の
三
種
類
と
な
り
、
活
用
表
も
非
常
に
単
純
化
で
き
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
既
に
定
ま
っ
て
い
て
絶
対
的
な
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
最
も
強
い
活
用
で
さ
え
、
中
・
高
で
学
ん
だ
知
識
は
単
に
一
つ
の
見
方
に
過
ぎ
ず
、
別
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
全
く
別
の
体
系
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
を
通
し
て
、
文
法
に
は
様
々
な
と
ら
え
方
が
あ
り
、
「
先
に
文
法
あ
り
き
」
で
は
な
く
、
自
ら
規
則
性
を
発
見
す
る
も
の
で
あ
る
点
を
力
説
す
る
。
次
に
授
業
の
柱
と
な
る
の
は
、
第
2
章
の
文
の
構
造
で
あ
る
。
「
梅
の
花
が
咲
い
た
。
」
を
例
に
、
文
節
相
互
の
関
係
で
は
「
梅
の
」
が
「
花
を
」
を
修
飾
す
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
形
の
上
で
の
関
係
に
過
ぎ
ず
、
意
味
的
に
は
、
「
梅
の
」
は
「
花
」
の
み
を
修
飾
し
、
そ
の
「
梅
の
花
」
全
体
に
「
が
」
が
付
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
す
る
。
ま
た
、
「
(
梅
の
)
花
が
」
が
「
咲
い
た
」
と
主
語
・
述
語
の
関
係
に
あ
る
と
い
う
が
、
ま
ず
「
(
梅
の
)
花
が
咲
く
」
と
い
、
?
王
述
関
係
が
あ
り
、
過
去
を
示
す
「
た
」
は
、
「
咲
く
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
「
(
梅
の
)
花
が
咲
く
」
全
体
に
付
い
た
と
考
え
る
方
が
、
「
梅
の
花
が
咲
く
よ
。
」
「
梅
の
花
が
咲
く
だ
ろ
う
。
」
等
と
統
一
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
で
合
理
的
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
見
方
は
、
文
節
と
い
う
と
ら
え
方
を
崩
さ
な
け
れ
ば
出
て
来
な
い
。
文
節
も
既
成
の
も
の
と
い
、
ユ
意
識
が
根
強
い
が
、
意
味
的
な
構
造
を
反
映
し
て
い
な
い
点
に
気
づ
か
せ
、
文
の
意
味
を
と
ら
え
る
に
は
、
叙
述
内
容
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
区
分
し
、
さ
ら
に
は
文
を
階
層
的
に
見
る
視
点
が
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
現
在
の
日
本
語
学
の
常
識
的
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
話
を
つ
な
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
連
用
修
飾
と
格
の
問
題
、
動
詞
の
種
類
と
テ
ン
ス
の
問
題
、
「
て
い
る
」
を
中
心
と
す
る
ア
ス
ペ
ク
ト
の
問
題
、
助
詞
・
助
動
調
と
ヴ
オ
イ
ス
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
問
題
、
「
は
」
「
が
」
と
主
語
・
主
題
の
問
題
等
、
内
容
は
盛
り
沢
山
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
普
段
何
気
な
く
用
い
て
い
る
母
語
を
意
識
的
・
客
観
的
に
見
直
子
態
度
を
養
成
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
文
法
の
常
識
を
根
底
か
ら
覆
す
よ
、
つ
な
見
方
に
誘
導
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
一
見
、
中
学
・
高
校
に
お
け
る
・文
法
教
育
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
な
印
孝
乞
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
知
識
も
合
理
的
な
整
理
の
結
果
で
あ
り
、
母
語
話
者
対
象
の
文
法
教
育
と
し
て
の
一つ
の
方
向
性
で
あ
る
こ
と
は
筆
者
も
十
分
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
点
は
授
業
で
も
強
調
し
て
い
る
。
た
だ
、
学
生
に
伝
え
た
い
の
は
、
一
つ
の
文
法
の
見
方
だ
け
が
絶
対
的
な
の
で
は
な
く
、
目
的
・
対
象
に
よ
っ
て
そ
の
あ
り
方
は
変
わ
っ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
柔
軟
な
と
ら
え
方
な
の
で
あ
る
。
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再
意
識
調
査
「
日
本
文
法
」
の
授
業
が
始
ま
っ
て
半
年
後
の
二
O
O
三
年
一
O
月
、
四
月
に
行
っ
た
の
と
同
じ
形
式
で
再
度
意
識
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
授
業
を
受
け
て
日
本
文
法
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
か
ど
う
か
、
変
わ
ら
な
い
と
す
れ
ば
何
が
原
因
だ
と
思
う
か
、
な
ど
自
由
に
記
述
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
反
応
が
肯
定
的
な
も
の
で
驚
か
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
「
今
ま
で
は
気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
問
題
に
す
る
の
で
、
毎
回
驚
き
と
楽
し
さ
を
感
じ
興
味
が
わ
く
」
「
「
考
え
る
」
作
業
が
こ
れ
ほ
ど
あ
る
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
な
る
ほ
ど
と
思
う
こ
と
が
多
く
、
発
見
す
る
面
白
き
ゃ
発
見
し
た
と
き
の
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
日
本
文
法
を
「
覚
え
る
も
の
」
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
頃
は
、
あ
る
事
柄
に
は
一
つ
の
答
え
し
か
な
か
っ
た
が
、
「
考
え
る
も
の
」
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
今
で
は
、
答
え
が
一
つ
で
は
な
く
な
っ
た
」
「
学
校
文
法
と
の
違
い
を
強
く
感
じ
る
が
、
ど
ち
ら
が
是
で
ど
ち
ら
が
非
と
い
、
?
も
の
で
は
な
く
、
文
法
と
は
視
点
の
違
い
に
よ
っ
て
様
々
な
奈
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
」
等
で
あ
る
。
一
で
紹
介
し
た
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
学
生
の
意
識
も
、
普
段
無
意
識
に
使
っ
て
い
た
日
本
語
に
つ
い
て
新
た
な
発
見
が
あ
る
こ
と
は
面
白
い
。
日
本
人
で
あ
り
日
本
語
を
使
い
な
が
ら
も
、
こ
ん
な
に
知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
日
常
使
、
2
言
葉
が
新
鮮
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
国
際
社
会
を
生
き
る
上
で
、
日
本
自
体
の
こ
と
を
知
る
の
も
大
切
で
、
そ
の
意
味
で
も
う
少
し
日
本
文
法
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
い
始
め
た
。
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。
同
じ
学
生
の
意
識
が
、
四
月
と
一
O
月
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
少
し
比
較
し
て
み
よ
う
。
(
「
四
月
」
↓
〔
一
O
月〕
)
O
「小
・
中
で
受
験
の
た
め
に
勉
強
し
た
、
国
語
の
中
で
一
番
つ
ま
ら
な
い
分
野
。
品
詞
分
解
を
し
て
、
「
こ
の
単
語
は
O
O調
の
O
O形
で
、
ど
の
単
語
を
修
飾
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
単
語
と
単
語
と
の
相
関
関
係
を
調
べ
る
学
問
」
↓
〔
い
く
つ
も
の
プ
ロ
セ
ス
を
自
分
で
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
〈
法
の
面
白
み
が
わ
か
っ
た
。
意
外
と
奥
が
深
い
〕
O
「中
学
時
代
に
丸
暗
記
し
た
図
表
の
印
象
が
強
く
、
身
近
に
あ
る
は
ず
な
の
に
縁
遠
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
」
↓
〔
自
分
た
ち
が
使
っ
て
い
る
文
法
な
の
で
も
っ
と
簡
単
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
何
と
な
く
わ
か
っ
て
も
言
葉
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
数
学
的
な
感
じ
が
す
る
。
文
法
と
い
う
国
語
の
分
野
が
、
図
式
的
・
機
械
的
に
処
理
で
き
る
点
が
面
白
い
〕
O
「今
は
失
わ
れ
か
け
て
い
る
、
古
く
か
ら
続
く
正
し
い
日
本
語
の
使
い
方
、
祖
母
ぐ
ら
い
の
人
々
が
学
ん
だ
言
葉
」
↓
〔
以
前
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
一
番
正
し
い
形
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
法
律
・
制
度
・
文
化
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
激
し
く
変
わ
り
ゆ
く
な
か
で
、
日
本
語
も
時
と
と
も
に
変
化
し
、
日
本
文
法
は
、
そ
の
時
に
合
っ
た
形
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
、
完
成
点
が
存
在
し
な
い
も
の
と
感
じ
る
〕
ま
た
、
日
本
語
に
対
す
る
感
覚
や
論
証
方
法
、
説
明
に
つ
い
て
の
感
相
ω
も
あ
っ
た
。
「
日
常
生
活
で
正
し
い
日
本
語
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、
日
本
語
に
対
す
る
感
覚
が
鋭
敏
に
な
っ
た
」
「
日
本
文
法
の
勉
強
が
、
大
学
に
入
る
前
よ
り
身
近
に
感
じ
る
。
自
分
の
身
近
に
こ
ん
な
に
サ
ン
プ
ル
が
転
が
っ
て
い
る
学
問
と
い
う
の
も
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
身
近
な
サ
ン
プ
ル
か
ら
法
則
や
ル
l
ル
を
発
見
す
る
こ
と
が
と
て
も
新
鮮
。
(
高
校
ま
で
の
国
語
や
文
法
の
授
業
で
は
、
「
法
引
に
↓
「
サ
ン
プ
ル
」
と
い
う
順
で
習
っ
た
か
ら
)
」
「
母
国
語
の
方
が
、
そ
の
規
則
を
知
っ
た
と
き
に
膝
を
た
た
く
こ
と
が
多
い
。
視
点
を
変
え
る
だ
け
で
、
文
法
で
も
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
で
き
る
と
い
う
の
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
文
法
に
対
し
て
意
識
的
に
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
教
育
学
部
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
説
明
す
る
」
と
い
う
行
為
自
体
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
等
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
で
き
な
い
学
生
も
い
れ
ば
、
文
法
の
こ
と
を
深
く
知
っ
て
か
え
っ
て
混
乱
し
た
、
或
い
は
難
し
く
考
え
す
ぎ
て
し
ま
う
と
言
、
ユ
子
生
が
出
て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
や
は
り
最
初
に
あ
っ
た
日
本
文
法
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
は
消
え
な
い
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
、
言
葉
で
説
明
す
る
と
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
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」
「
今
ま
で
の
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
型
に
は
ま
っ
た
感
じ
は
な
く
、
自
由
度
が
飛
び
抜
け
て
高
く
な
っ
た
が
、
逆
に
自
由
度
が
高
く
、
範
囲
が
広
す
ぎ
て
、
少
し
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
う
」
「
表
面
的
な
こ
と
し
か
や
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
も
す
る
。
ま
た
無
理
や
り
理
屈
で
解
決
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
出
て
き
た
」
等
の
感
想
に
は
、
反
省
さ
せ
ら
れ
る
点
も
多
い
。
六
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
の
課
題
と
養
成
す
べ
き
文
法
能
力
六
1
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
の
課
題
四
で
日
本
語
教
科
書
の
基
本
方
針
と
概
要
に
つ
い
て
、
五
で
授
業
の
実
際
と
再
意
識
調
査
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
結
果
を
総
合
す
る
と
、
筆
者
が
提
案
し
た
、
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
で
教
え
る
べ
き
内
容
と
方
法
そ
の
も
の
は
、
国
語
国
文
学
科
の
大
学
生
に
概
ね
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
も
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
部
の
、
否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
で
き
な
い
学
生
の
問
題
も
あ
る
が
、
よ
り
深
刻
な
の
は
、
こ
こ
数
年
、
踏
ま
え
る
べ
き
文
法
知
識
の
な
い
ま
ま
に
入
学
し
て
く
る
大
学
生
が
増
え
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
二
2
で
も
見
た
よ
う
に
、
基
本
的
文
法
事
項
の
習
得
も
十
分
と
は
言
え
な
い
学
生
が
増
加
し
て
い
る
が
、
日
々
授
業
の
な
か
で
感
じ
る
学
生
の
文
法
知
識
不
足
は
、
そ
の
数
値
以
上
に
深
刻
な
も
の
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
数
年
前
ま
で
は
、
『
日
本
語
文
法
』
の
内
容
を
一
年
間
で
ほ
ぼ
網
羅
的
に
扱
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
今
年
は
時
間
的
制
約
か
ら
、
自
主
学
習
に
委
ね
て
し
ま
っ
た
部
分
も
多
い
。
そ
れ
だ
け
、
基
礎
的
な
文
法
知
識
の
確
認
の
た
め
に
、
貴
重
な
時
聞
が
費
や
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
大
学
に
お
け
る
日
本
文
法
の
授
業
は
、
そ
れ
ま
で
獲
得
し
て
き
た
文
法
知
識
を
前
提
に
、
そ
れ
を
疑
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
前
提
と
な
る
知
識
が
無
く
て
は
、
多
角
的
に
と
ら
え
る
喜
び
ゃ
、
新
た
な
見
方
を
発
見
す
る
酸
醐
味
も
全
く
感
じ
ら
れ
ず
、
大
法
的
な
考
え
方
を
身
に
付
け
る
ど
こ
ろ
か
、
単
な
る
知
識
の
伝
授
に
終
始
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
さ
え
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
大
学
で
ま
径
整
問
を
行
う
独
自
性
も
意
義
も
無
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
六
ー
2
大
学
教
育
の
基
礎
と
し
て
の
、
る
文
法
教
育
小
・
中
・
高
に
お
け
五
3
で
紹
介
し
た
半
年
後
の
意
識
調
査
の
中
に
は
、
小
・
中
・
寓
で
も
文
法
を
最
初
か
ら
こ
の
授
業
の
よ
う
な
方
法
で
習
え
ば
、
文
法
好
き
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
λ
香
川
見
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
輩
台
両
論
あ
る
が
、
参
老
ま
で
に
行
っ
た
一
一
一
年
生
対
象
の
意
識
調
査
(
「
特
殊
研
究
G
国
語
学
」
受
講
者
、
二
O
O
三
年
一
O
月
)
で
は
、
む
し
ろ
反
対
意
見
が
目
立
っ
た
。
「
大
学
生
に
も
な
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
言
語
経
験
も
あ
る
の
で
、
文
法
な
ど
を
考
え
る
際
に
自
分
の
言
語
感
覚
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
小
・
中
・
高
校
で
は
、
ま
だ
個
人
の
言
語
が
し
っ
か
り
確
立
し
て
い
な
い
た
め
、
基
本
的
な
大
枠
の
末
伝
的
規
則
を
理
解
す
る
の
に
手
一
杯
」
と
い
っ
た
類
の
意
見
で
あ
る
。
母
語
を
客
観
的
に
見
直
す
た
め
に
は
、
そ
れ
相
応
に
母
語
話
者
自
身
が
言
語
経
験
を
積
み
、
一
人
前
の
使
い
手
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
筆
者
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
意
見
に
賛
成
で
あ
る
。
特
に
中
学
校
の
文
法
教
育
が
、
古
典
文
法
の
導
入
と
い
う
役
割
も
担
わ
さ
れ
、
網
羅
的
知
識
の
伝
授
に
偏
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
時
間
的
制
約
か
ら
考
え
て
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
た
だ
、
二
l
2
で
見
た
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よ
う
に
、
基
本
的
文
法
事
項
の
習
得
も
十
分
と
は
言
え
な
い
現
状
で
は
、
文
法
の
面
白
さ
を
少
し
で
も
伝
え
、
言
葉
に
興
味
を
持
つ
生
徒
を
育
て
よ
う
と
す
る
努
力
が
、
小
・
中
学
校
段
階
の
文
法
指
導
で
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
五
ー
2
で
具
体
的
に
紹
介
し
た
「
日
本
文
法
」
の
授
業
は
、
小
・
中
学
校
で
学
ぶ
べ
き
基
本
事
項
按
き
に
は
全
く
成
立
し
得
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
で
詳
述
は
で
き
な
い
が
、
実
際
、
そ
の
よ
う
な
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
現
行
教
科
書
で
も
様
々
な
試
み
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『中
学
国
語
伝
え
令
つ
言
葉
1
・
2
」
(教
育
出
版
二
O
O
二
年
検
定
済
)
で
は
、
文
法
事
項
を
提
出
す
る
前
に
、
三
人
の
登
場
人
物
の
ム
事
乞
掲
載
し
、
生
徒
自
身
で
文
法
的
な
問
題
に
気
づ
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『国
語
l
』
(
光
村
図
書
二
O
O
二
年
検
定
済
)
で
は
、
動
詞
の
活
用
を
ロ
ー
マ
字
書
き
に
し
た
場
合
に
見
え
て
く
る
も
の
を
考
え
さ
せ
る
と
い
う
、
大
学
の
授
業
に
も
通
じ
る
作
業
を
提
示
し
、
「国
語
3
』
(
向
上
)
で
は
、
「
考
え
る
文
法
」
等
の
コ
ラ
ム
の
中
で
、
文
法
的
な
も
の
の
見
方
を
喚
起
す
る
テ
l
マ
を
示
し
た
り
、
さ
ら
に
は
、
日
本
語
の
問
題
を
調
査
し
て
報
告
す
る
活
動
を
設
け
た
り
も
し
て
い
る
。
最
後
の
も
の
は
、
総
合
学
習
に
も
発
展
可
能
な
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。
六
ー
3
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
で
養
成
す
る
文
法
能
力
と
は
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
は
、
小
・
中
・
高
と
積
み
上
げ
て
き
た
+
文
法
教
育
の
、
一
種
の
集
大
成
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
小
・
中
・
高
・
大
一
貫
し
た
視
点
を
持
つ
文
法
整
同
と
い
う
発
想
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
は
、
金
大
学
生
向
け
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
語
・
日
本
文
学
専
攻
の
学
生
や
国
語
科
教
員
を
目
指
す
一
部
の
学
生
向
け
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
般
大
学
生
の
日
本
語
運
用
能
力
向
上
を
謡
っ
た
文
章
表
現
指
導
な
ど
と
一
律
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
小
・
中
・
高
と
積
み
上
げ
て
き
た
大
法
整
問
の
集
大
成
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
高
校
ま
で
の
文
法
教
育
と
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
は
、
目
的
・
内
容
・
方
法
の
点
で
か
な
り
異
質
で
あ
る
た
め
、
一
本
の
延
長
線
上
に
そ
の
ま
ま
並
べ
る
こ
と
は
難
し
い
。
前
者
は
母
語
話
者
向
け
の
日
本
語
知
識
の
整
理
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
へ
香
保
・で
、
日
本
語
能
力
の
知
識
面
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、
後
者
の
よ
う
な
、
む
し
ろ
母
語
話
者
に
は
困
難
な
、
母
語
の
客
観
化
を
目
指
し
、
潜
在
化
し
た
規
則
を
掘
り
起
こ
す
べ
く
訓
練
を
積
む
な
か
で
培
わ
れ
る
言
語
能
力
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
能
力
が
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
知
識
面
に
も
運
用
面
に
も
属
さ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
に
よ
っ
て
養
成
す
べ
き
文
法
能
力
と
は
何
か
。
こ
の
間
に
対
し
、
現
在
筆
者
は
、
知
識
面
と
運
用
面
に
並
ぶ
、
第
一
一
一
の
日
本
語
能
力
と
言
え
る
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
母
語
に
つ
い
て
の
知
識
と
運
用
能
力
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
日
本
語
を
客
観
的
・
批
判
的
・
対
照
的
に
観
察
で
き
る
能
力
で
あ
る
。
実
用
性
と
い
う
意
味
で
の
、
日
常
生
活
に
必
要
な
日
本
語
能
力
の
レ
ベ
ル
は
超
え
て
い
る
が
、
し
か
し
、
何
ら
か
の
方
面
で
言
葉
と
の
関
わ
り
を
保
ち
続
け
、
言
語
を
よ
り
良
い
形
で
後
世
に
伝
え
る
べ
く
日
々
努
力
を
惜
し
ま
な
い
人
々
に
と
っ
て
は
、
是
非
と
も
身
に
付
け
て
ほ
し
い
高
度
な
言
語
能
力
と
言
え
る
。
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こ
の
観
察
能
力
を
身
に
付
け
る
過
程
で
、
母
語
使
用
が
自
覚
化
さ
れ
、
言
葉
に
敏
感
な
感
性
が
育
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
よ
り
研
き
澄
ま
さ
れ
た
表
現
力
を
獲
存
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
論
理
的
思
老
〆
刀
が
養
成
さ
れ
、
言
葉
を
言
葉
で
説
明
す
る
メ
タ
言
語
能
力
が
向
上
す
る
な
ど
と
い
っ
た
副
産
物
も
期
待
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
七
お
わ
り
に
先
に
日
本
語
能
力
に
は
知
識
面
と
運
用
面
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
運
用
面
に
は
、
受
容
能
力
と
表
出
能
力
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
。
文
法
能
力
は
、
従
来
、
知
識
面
の
も
の
だ
け
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
暗
記
物
・
無
味
乾
燥
と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
、
大
法
嫌
い
を
数
多
く
生
み
出
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
法
能
力
は
、
知
識
・
運
用
両
面
に
か
か
わ
る
と
同
時
に
、
第
三
の
日
本
語
能
力
と
筆
者
が
呼
ん
だ
、
高
度
な
言
語
観
察
能
力
を
生
み
出
す
源
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
文
法
は
本
来
発
見
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
文
法
を
学
ぶ
意
義
に
目
覚
め
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
大
学
に
お
け
る
文
法
教
育
の
第
一
歩
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
基
礎
に
、
第
三
の
日
本
語
能
力
ll
日
本
語
を
客
観
的
に
観
窓
干
る
能
力
l
!
の
養
成
を
目
指
す
べ
く
、
今
後
も
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
特
に
国
語
教
員
志
望
の
学
生
に
は
、
文
法
を
、
日
本
語
を
、
そ
し
て
言
葉
そ
の
も
の
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
文
法
嫌
い
の
国
語
の
先
生
に
習
う
子
供
た
ち
が
、
文
法
好
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
い
の
だ
か
ら
。
(
注
)
l
六
段
階
の
内
訳
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
0
・
:
小
・
中
・
高
の
国
語
で
習
っ
た
覚
え
が
な
く
、
全
く
知
ら
な
い
よ
「
l
・
・
小
・
中
・
高
の
国
語
で
習
っ
た
と
思
う
が
、
今
は
忘
れ
て
い
て
わ
か
ら
な
い
よ
「
2
:
・
小
・
中
・
高
の
国
語
以
外
(
英
語
・
予
備
校
な
ど
)
で
習
っ
た
と
恩
う
が
、
今
は
忘
れ
て
い
て
わ
か
ら
な
い
。」「
3
:
し
ば
ら
く
忘
れ
て
い
た
が
、
大
円
子
の
日
本
fX法
の
授
業
を
受
け
て
や
っ
と
思
い
出
し
た
。
」
「
4
・:
名
称
・
事
会
内
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
内
容
を
説
明
で
き
な
い
。
」
「
5
・
名
称
・
事
実
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
内
容
も
説
明
で
き
る
。
」
2
中
学
校
の
国
語
教
科
書
を
五
種
類
(
光
村
図
書
・
教
育
出
版
・
亙
主
甚
相
・
学
校
図
書
・
三
省
堂
の
二
O
O
二
年
検
定
済
教
科
由
、
各
一
1
三
年
分
)
調
貸
し
た
結
果
、
「
副
助
一副
」
は
全
て
の
教
科
書
で
例
を
挙
げ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
「
関
投
助
詞
」
「
準
一
体
助
司
L
は
そ
れ
ぞ
れ
一
種
類
の
教
科
畿
で
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
教
科
書
で
は
、
「
間
投
助
詞
」
は
「
終
助
詞
」
に
A26れ
、
「
準
体
助
詞
」
は
例
の
み
で
説
明
が
な
い
、
も
し
く
は
「
こ
と
」
の
意
味
と
注
記
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
た
め
、
芦
得
一
度
が
低
い
の
も
当
扶
苫
言
え
る
。
3
「
陳
述
副
詞
」
「
呼
応
の
副
詞
」
と
明
示
し
て
い
る
教
科
沓
は
二
種
類
で
、
ど
ち
ら
も
両
方
の
用
語
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
副
詞
の
呼
応
を
扱
っ
て
い
て
も
用
語
は
出
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
呼
応
し
な
い
が
「
-評
価
」
を
表
す
「
あ
い
に
く
」
等
と
並
べ
て
違
い
を
説
明
し
て
い
る
教
科
書
も
あ
る
。
4
名
詞
が
、
文
中
の
述
語
句
の
中
心
と
な
る
動
詞
・
形
杏
司
形
容
動
詞
な
ど
と
ど
の
よ
う
な
意
味
的
関
係
に
あ
る
か
を
示
す
文
法
形
式
を
、
一
般
に
「
格
」
と
言
い、
日
本
語
で
は
、
主
に
格
助
詞
が
そ
の
役
目
を
担
う
。
現
代
詩
の
格
助
詞
と
し
て
は
「が
・
を
・
に
・
で
・
か
ら
・よ
り
・
へ
・
と
」
等
が
あ
る
。
「
私
の
父
」
の
「
の
」
も
学
校
大
法
で
は
格
助
詞
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
は
所
有
関
聾
守
の
連
休
修
飾
を
形
成
し
、
述
詩
句
と
は
直
接
的
な
関
係
が
な
い
た
め
、
文
法
研
究
に
お
い
て
は
格
助
詞
に
含
め
な
い
こ
と
も
多
い
。
但
し
、
「
天
気
の
い
い
日
」
の
「
の
」
は
「
が
」
と
入
れ
替
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
述
語
「
い
い
」
に
対
し
て
主
格
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
た
め
、
格
助
詞
と
見
な
さ
れ
る
。
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5
格
成
分
の
中
で
も
、
こ
の
場
合
、
「
手
渡
す
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
が
成
立
す
る
の
に
必
要
不
可
欠
な
「
太
郎
が
」
(
主
格
)
・
「
花
子
に
」
(
与
格
)
・
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
」
(
対
格
)
の
三
つ
を
必
須
格
と
呼
び
、
「
手
渡
す
」
場
所
を
表
す
だ
け
で
行
為
そ
の
も
の
の
成
立
に
必
要
不
可
欠
と
は
一言
え
な
い
「
教
室
で
」
(
場
所
格
)
を
任
意
格
と
呼
び
分
け
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
格
成
分
が
必
須
格
か
任
意
格
か
は
、
述
語
句
の
意
味
だ
け
で
な
く
文
脈
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
た
め
、
判
断
が
難
し
い
こ
と
も
多
い
。
6
時
や
場
所
を
示
す
成
分
を
「
状
況
語
」
と
一
括
し
、
そ
れ
以
外
の
状
態
・
程
度
・
情
意
な
ど
を
表
す
副
詞
や
周
一言
の
辿
用
形
だ
け
を
迎
用
修
飾
と
み
な
す
立
場
も
あ
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
「
昨
日
」
「
教
室
で
」
は
と
も
に
状
況
語
と
な
り
、
「突
然
」
だ
け
が
述
用
修
飾
誌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
7
た
だ
笑
際
問
題
と
し
て
は
、
そ
の
成
分
が
事
物
概
念
な
の
か
状
態
概
念
な
の
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
。
特
に
格
助
詞
「
で
」
は
、
格
形
式
で
あ
り
な
が
ら
状
態
概
念
を
表
す
こ
と
(「
一
人
で
」
「
早
足
で
」
「傑
で
」
等
)
も
多
く
、
格
と
連
用
修
飾
の
連
続
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
両
者
を
区
別
せ
ず
に
ど
ち
ら
も
広
く
連
用
修
飾
と
教
ユ
子
校
文
法
の
立
場
も
一
理
あ
る
と
吾中
え
る
だ
ろ
う
。
8
「
考
え
る
」
の
語
幹
を
「
か
ん
が
え
」
ま
で
取
れ
ば
、
語
尾
は
当
然
「
る
」
だ
け
と
な
る
。
(も
ち
ろ
ん
活
用
し
て
「
れ
ろ
」
と
は
な
る
が
。
)
学
校
文
法
に
お
い
て
五
十
音
図
に
従
っ
た
撃
型
を
可
能
に
し
て
い
た
の
は
、
諾
尾
を
「
え
る
」
と
す
る
こ
と
で
そ
の
「
え
」
が
ア
行
を
示
せ
る
よ
う
に
、
諮
幹
の
抽
出
を
「
か
ん
が
」
ま
で
に
と
ど
め
る
方
法
を
採
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
せ
い
で
、
二
拍
の
上
一
段
動
詞
(
「
着
る
」
「
見
る
」
等
)・
下
一
段
動
詞
(「
出
る
」
「寝
る
」
等
)
は
す
べ
て
諮
尾
と
扱
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
他
と
の
整
合
性
を
保
つ
た
め
に
、
語
幹
が
な
い
な
ど
と
い
う
不
自
炊
富
山
処
理
苦
行
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
9
分
析
的
表
現
を
好
む
現
代
語
に
比
べ
て
、
古
典
諾
は
総
合
的
な
表
現
方
式
で
あ
る
。
古
典
語
助
動
詞
「
る
・
ら
る
」
が
〈
受
身
・
尊
敬
・
可
能
・
自
発
〉
の
四
用
法
を
内
包
し
て
い
た
こ
と
は
そ
の
典
型
と
言
え
る
。
現
代
詩
で
あ
れ
ば
、
〈
自
発
〉
は
限
ら
れ
た
動
詞
に
し
か
生
じ
な
い
た
め
、
〈
尊
敬
〉
は
な
る
べ
く
別
の
敬
語
形
式
(
「
お
ー
に
な
る
」
等
)
や
敬
語
動
詞
(
「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
等
)
を
用
い
、
〈
可
能
〉
は
可
能
動
詞
(
「
ら
抜
き
」
も
一
段
動
詞
の
可
能
動
詞
化
と
見
る
こ
と
が
可
能
)
で
表
す
こ
と
で
、
助
動
詞
「
れ
る
・
ら
れ
る
」
の
用
法
は
〈
受
身
〉
一
つ
に
特
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
意
味
の
分
化
に
対
応
し
て
形
式
も
分
化
し
て
い
く
分
析
的
恒
向
が
、
古
代
語
か
ら
近
古
詩
、
そ
し
て
現
代
新
へ
と
移
行
す
る
過
程
で
強
化
さ
れ
て
き
た
流
れ
が
あ
る
。
但
し
、
「
る
・
ら
る
」
の
凹
用
法
は
い
ず
れ
も
ヴ
ォ
イ
ス
の
枠
組
み
で
処
理
で
き
る
た
め
、
現
代
詩
と
の
対
応
関
係
も
明
確
だ
が
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
現
代
詩
の
枠
組
み
を
全
て
の
古
典
誇
助
動
詞
に
そ
の
ま
ま
適
用
可
能
か
否
か
は
議
論
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
完
了
の
助
動
詞
「
つ
・
ぬ
」
は
テ
ン
ス
と
ア
ス
ペ
ク
ト
の
阿
国
、
過
去
の
助
動
詞
「
き
・
け
り
」
は
テ
ン
ス
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
両
国
を
持
つ
こ
と
が
、
用
例
分
析
等
を
踏
ま
え
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、
中
心
的
用
法
と
判
断
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
扱
い
、
逸
脱
し
た
用
法
に
つ
い
て
も
指
摘
し
な
が
ら
、
広
く
行
わ
れ
て
い
る
現
代
諸
の
枠
組
み
で
説
明
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。
ω
本
書
で
は
形
態
論
の
中
心
で
あ
る
「
諸
構
成
」
は
扱
っ
て
い
な
い
。
ま
た
複
文
を
さ
ら
に
拡
大
し
た
「
文
章
・
談
話
」
に
つ
い
て
も
、
文
法
現
象
の
解
明
に
と
っ
て
重
要
と
い
う
認
識
は
あ
る
が
、
今
回
は
扱
え
な
か
っ
た
。
そ
の
背
且
尽
に
は
、
本
管
が
、
大
学
一
年
生
を
対
象
と
し
た
一
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
応
す
る
教
科
書
と
し
て
編
ま
れ
た
と
い
、
っ
事
e
情
も
あ
る
。
ち
な
み
に
図
諸
国
文
学
科
で
は
、
二
・
三
年
生
の
選
択
必
修
科
目
(
演
習
)
で
、
語
家
・
意
味
や
文
章
・
談
話
に
関
す
る
授
業
を
開
講
し
て
い
る
。
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